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げ
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ュ
ー
ス

TEL・FAX 平野文活 0977-21-6749・えんど久子 0977-25-7630 日本共産党別府市議団 検索 別府市議会ホームページで議会の録画や会議録が見られます。 別府市議会 議会中継

あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
困
り
の
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。
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日
本
共
産
党
　
別
府
市
議
団
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ュ
ー
ス

９月議会報告 市長さん！どうするの？

国保税引き下げの公約は国保税引き下げの公約は
　

浜
田
市
長
は
昨
年
の
市
長
選
挙
で
「
国
保
税

の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
」
と
公
約
し
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
実
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
の
平
野
市
議
は
「
来
年
度
こ
そ
、

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
」
と
強
く
迫
り
ま
し
た

が
、
浜
田
市
長
は
来
年
度
の
引
き
下
げ
を
明
言

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

市
民
の
声
を
市
長
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

　

所
得
の
約
４
分
の
１
が
国
保
税
の
支
払
い
で
消
え

て
い
く
。
こ
れ
は
異
常
で
す
。

所
得
２
０
０
万
円
、夫
婦
と
子
ど
も
２
人
で
は

47
万
円
の

国
保
税

　

国
保
税
の
納
入
率
は
県
下
最
低
の
18

位
。
や
む
な
く
滞
納
し
て
い
る
世
帯
は

４
４
２
０
世
帯
、
全
体
の
20
％
で
す
。

そ
の
う
ち
３
２
１
９
世
帯
に
は
正
規
の

保
険
証
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

高
す
ぎ
て
、や
む
な
く

２
割
の
世
帯
が
滞
納

来
年
度
こ
そ
引
き
下
げ
を

来
年
度
こ
そ
引
き
下
げ
を

―
 

市
長
に
市
民
の
声
を
届
け
ま
し
ょ
う ―

日本共産党提案の「国庫負担の増額を求める意見書」を採択

　９月議会に日本共産党議員団が

提案した「国民健康保険に対する国

庫負担の増額等を求める意見書」

が賛成多数で採択されました。

　意見書は「医療費の45%だった

国庫負担が3割台に削減されたこと

が高すぎる国保税の原因」と指摘し

国に対して「国庫負担を増額するこ

と」、「不当な減額措置を撤廃するこ

と」を求めています。

【
平
野
】　

国
保
税
引
き
下
げ
の
公
約
を
、た
だ
ち
に

実
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
浜
田
市
長
】　「
累
積
赤
字
の
解
消
が
最
優
先
、赤

字
解
消
が
で
き
た
時
点
で
、何
と
か
値
下
げ
に
ふ

み
き
る
考
え
で
い
ま
す
。」

【
平
野
】　

赤
字
解
消
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

【
市
当
局
】　「
一
般
会
計
か
ら
く
り
入
れ
し
て
、

　
今
年
度
中
に
赤
字
解
消
し
ま
す
。」

【
平
野
】　

そ
れ
な
ら
来
年
度
は
引
き
下
げ
が
で
き
る

で
は
な
い
か
。

【
浜
田
市
長
】　「
こ
れ
ま
で
以
上
に
十
分
精
査
い
た

し
ま
す
。」

財源はあります
財政調整基金は

約75億円
　市の財政調整基金は約75
億円にも達しており、今回の
議会では共産党以外の議員
からも「ため込み」が指摘さ
れました。
　平成12年度は18億円でし
たから、11年間に４倍以上に
増えたのです。
　市民の税金をため込むの
でなく、国保税引き下げなど
市民のために使うべきです。

住宅改修の補助 来年度実現へ住宅改修の補助 来年度実現へ住宅改修の補助 来年度実現へ
地元業者の仕事を増やす特効薬

日
本
共
産
党 

ね
ば
り
強
く
要
求

日
本
共
産
党 

ね
ば
り
強
く
要
求

　

猿
渡
（
え
ん
ど
）
久
子

市
議
は
、
こ
れ
ま
で
も
一

貫
し
て
求
め
て
き
た
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

９
月
市
議
会
で
も
要
求
。

　
「
今
年
７
月
現
在
で
全

国
５
３
３
自
治
体
に
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
。
７
月
30
日

に
申
し
入
れ
を
し
た
が
、

『
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
は
不
況
対
策
の
特
効

薬
、
一
刻
も
早
く
実
現
し

て
も
ら
い
た
い
』
と
の
関

係
者
の
訴
え
に
、
浜
田
市

長
は
『
新
年
度
に
向
け
進

め
て
い
き
た
い
。
ど
こ
よ

り
も
使
い
や
す
い
と
思
え

る
制
度
に
し
た
い
。
今
以

上
に
真
剣
に
取
り
組
み
た

い
』
と
答
え
た
が
、
あ
ら

た
め
て
市
長
の
見
解
を
」

と
質
問
。

独
自
の
支
援
策
を
必
ず
実
施

独
自
の
支
援
策
を
必
ず
実
施

　

浜
田
市
長
は「
市
全
体

の
景
気
対
策
に
つ
な
が
る

別
府
市
独
自
の
支
援
策
を

新
年
度
に
向
け
て
進
め
て

い
く
よ
う
に
指
示
し
て
い

る
」と
答
弁
。え
ん
ど
市
議

が「
昨
年
も
似
た
よ
う
な

答
弁
が
あ
っ
た
が
今
年
度

ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。必
ず
実
施
し
て
も
ら

い
た
い
」と
確
認
す
る
と
、

市
長
は「
別
府
独
自
の
支

援
策
を
必
ず
や
り
ま
す
」

と
明
言
し
ま
し
た
。

　

え
ん
ど
久
子
市
議
は
、

「
中
小
業
者
が
使
い
や
す

く
経
済
効
果
が
上
が
る
も

の
に
し
て
ほ
し
い
」と
、他

市
の
制
度
を
紹
介
し
求
め

ま
し
た
。

　

岩
手
県
宮
古
市
で
は
、

畳
屋
・
塗
装
屋
・
ガ
ラ
ス

屋
・
工
務
店
な
ど
公
共
工

事
の
元
請
け
に
な
れ
な
い

中
小
業
者
が
多
く
受
注

し
、喜
ば
れ
て
い
ま
す
。力

を
あ
わ
せ
て
よ
い
制
度
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　日本共産党別府市議団は毎年政府調査活動
を行なっています。国保税や介護保険の負担
を軽く、ワクチン助成、教員の増員、原発ゼ
ロへ、など幅広い問題で政府各省庁から説明
を受け話し合いました。

2012.8.29, 30　国会議事堂をバックに
えんど久子・平野文活両市議

水道料金
　水道の基本料金は、月８トンまで 970
円。この根拠は、１世帯 3.5 人で 1 日 1
人が 70㍑必要という計算です。
　しかし今は独居世帯が増え、全世帯の
28.3％（3.5 世帯に 1 世帯）が月８トン
以下で生活しています。そのうちの半分
（14％）は５トン以下です。
　平野市議は「杵築、津久見、竹田のよ
うに基本料金を５トンまでとして、料金
を引き下げてはどうか」と提案しました。
　しかし「今後の検討課題」という答弁
にとどまりました。

基本料金の引き下げを提案



9 月市議会の報告　日本共産党　猿渡（えんど）久子市議9月市議会の報告　日本共産党　猿渡（えんど）久子市議9月市議会の報告　日本共産党　平野ふみかつ市議9月市議会の報告　日本共産党　平野ふみかつ市議

日本共産党 一貫して改善求める

ひとり親家庭医療費助成制度ひとり親家庭医療費助成制度
平野ふみかつ市議が提案

風力発電でまちおこし
鳥取県北栄町を視察

　

18
才
ま
で
の
子
ど
も
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
医

療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

日
本
共
産
党
は
く
り
返
し
、

立
て
替
え
払
い
が
必
要
な

い
現
物
給
付
化
な
ど
の
改

善
を
求
め
、
国
や
県
に
も

働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

12
月
の
診
療
分
か
ら
現

物
支
給
に
改
善
す
る
一
方

で
、
親
の
医
療
費
は
１
日

５
０
０
円
（
通
院
は
月
４

回
ま
で
、
入
院
は
月
14
日

ま
で
）
の
一
部
自
己
負
担

を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
９
月
市
議
会
で
決
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
所
得
制
限

が
あ
り
、
低
所
得
の
家
庭

が
対
象
で
す
。
対
象
家
庭

の
４
割
が
臨
時
や
パ
ー
ト

な
ど
の
不
安
定
雇
用
で
、

７
割
が
年
収
２
０
０
万
以

下
で
す
。

えんど久子 はっぴーえんどどっとねっと

「地熱発電発祥の地」の整備を「地熱発電発祥の地」の整備を
1925年（大正14年）11月13日、日本で初めての地熱発電が成功しました。
そのときの泉源の跡が九州横断道路沿いの坊主地獄の横の林のなかにあります。
平野市議は「整備して公開を」と提案しました。

売電収入は年2億5千万円、経費は年1億
円。借金返済が終われば子ども達のために
使えるという。発電量は6,600戸分で、町
の5,200戸を上回っています。

12
月
か
ら
現
物
給
付
に

　

え
ん
ど
久
子
市
議
は
、

９
月
市
議
会
で
「
県
下
で

自
己
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る

方
向
の
市
も
あ
る
。
別
府

市
の
財
政
調
整
基
金
は
75

億
円
近
く
に
増
え
て
お
り
、

市
民
の
た
め
に
使
う
べ
き

で
、
自
己
負
担
は
な
く
す

べ
き
だ
」
と
主
張
し
ま
し

た
。

　

県
下
の
共
産
党
市
議
ら

は
８
月
24
日
、
自
己
負
担

を
な
く
す
よ
う
県
に
要
望
。

ま
た
、
平
野
文
活
・
え
ん

ど
久
子
両
市
議
ら
は
８
月

末
に
上
京
し
、
医
療
費
助

成
制
度
を
国
の
制
度
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
厚
生
労

働
省
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
日
本
共
産
党

の
国
会
議
員
と
力
を
あ
わ

せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

自
己
負
担
は
な
く
す
べ
き

中央小は移転を
　海岸沿いに建つ中央小学校について、えんど久子市
議は「津波の心配があり早く移転すべき」と教育長や
市長に決断を迫りました。東日本大震災直後の昨年６
月市議会でも、えんど市議は移転を求めています。
　グランドは海抜３.７メートル、校舎は海抜４.７メー
トルです。日本共産党は野口小と統合した際、この地
に中央小を置くことに反対しています。

・いじめをなくすためにも教員増員を

・通学路の安全対策について

・介護保険料の半額軽減についてしっか
りお知らせすべき

・介護保険での温泉利用について

・高齢者の肺炎球菌ワクチンに助成を

・駅前の近鉄跡地について

・中心市街地活性化やまちづくりのビ
ジョンについて

・防災士の活動費や避難所の備蓄充実

　　　　などについても質問しました。

他にもえんど久子市議は

こ
の
提
案
に
対
し
て
、
市
当
局
は

「
別
府
市
は
、
丸
ご
と
博
物
館
構
想
を
す

す
め
て
お
り
、
資
料
な
ど
を
収
集
す
る

と
と
も
に
、
必
要
な
ら
ば
整
備
し
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

平
野
市
議
は
こ
れ
ま
で
も
く
り
返
し「
市
長
と
し
て
原
発
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
立
場
を
表
明
す
べ
き
」と
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
の
答
弁
で
市
長
は
初
め
て
、「
将
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
と
し
て
、原
発
ゼ
ロ
の
方
向
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
と
考
え
て
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

市
長
が
初
め
て

「
原
発
ゼ
ロ
に
向
け
て
」と
答
弁 

えんど久子HP「ハッピーえんどどっとねっと」をぜひご覧下さい。

日本初の地熱発電の泉源跡

海岸線に９基の風車

売電収入は年２億５千万円
町のスローガンは

「未来の子ども達のために」
　平野市議は８月末、鳥取県北栄町を視察しま
した。
　この町では、原発事故以前から町をあげて風
力発電にとりくんできました。町長さんは「脱原
発をめざす首長会議」呼びかけ人の一人で「未
来の世代が安心して暮らせる世界にしたい」と
語っています。
　平野市議は市議会で「別府市でも本格的なと
りくみを」と求めました。

平
野
市
議
は「
地
熱
発
電
発
祥
の
地
に
ふ
さ
わ
し
く
、原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
別
府
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
を
」と
提
案
し
ま
し
た
。
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